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(i i i) 構面方面鉛直荷重を受ける複材鋼アーチ橋について特有の有効座屈長を導入することにより，
面外崩壊に対する耐荷力を細長比パラメータの 2 次曲線で与え得ることを示している。
(iv) 鉛直荷重と水平横荷重が同時に作用する場合について複材鋼アーチ橋の耐荷力についての相関
式並びに横構の強度計算式を提案している。いずれも本理論に基づく厳密な解析結果に比して
安全側の近似値を与えている。
以上のように本論文は一般骨組構造物の立体弾塑性有限変位解析法を新しく定式化し，それを応用
してこれまで明らかでなかった鋼アーチ系橋梁の面外崩壊性状に関する有益な知見を与えると共に，
従来弾性分岐座屈に基づいて設計されていたこの種の型式の鋼橋の面外崩壊に対する耐荷力を正確に
算定しうる道を聞いたものであって構造解析学並びに鋼構造の強度設計において寄与するところが大
き Po よって本論文は博士論文として価値があるものと認める。
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